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1 菓北タイの南部地域

昨年度の調査期間qlは,そのほとんどの時間をコ-

ンケーン県下の-部落に費したので,他の県を訪れる

機会がなかった｡それで今軌 ま東北各地の村をみるこ

とを目的の一つに加えた｡

東北地域といっても広い｡その面積は70,000平方マ

イル,タイ国の約%,日本の%弱の地域を占める｡い

うまでもなく,この地域の東と北はメコソ川によって

ラオスと国境を接し,南はサンカムベーングとドーン

グレッグ山脈によってカンボジアと国境を接し,西に

おいてほ,べッチヤプーソとドーングプラ-ヤージェ

ン山脈によって中部タイから区切られる｡

タイ国東北部は俗にコ-ラー ト高原とよばれるが,

地形的にいって北と南の部分に分けることがで きよ

う｡これを県別にみると,北側

は東からナコーン′</ム,サコ

ーンナコーン,ウドーン,ノー

ンカーィ,p-イの5県,南側

はチ-川流域のチャヤブーム,

コ-ンケ-ン,ガーラシソ,マ

ハ-サーラカーム,p-イェッ

ト,およびムーン川流域のナコ

ーンラーチャシーマ-,ブl)ラ

ム,スリン,シーサケ- ト, ウ

ボンの10県である｡北側と南側

の間には低い山地があり,ウボ

ン県の東をメコン川に沿って北

に走り,ガーラシソ,コーンケ

-ソの北を西に向ってのびるQ

最も高い部分はガーラシソ,ナ

コ-ソバノム,サコーンナコ←

ソの県境であ り,600メ- トル

位の山地を形成しているO

高原北部はタイ国最大の湖ノ
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-ソグラ-ソを含み,そこに源を発するナムカム川は

メコソ川に注ぐ｡その他おもな河川としてソングクラ

ームがある｡北部の河川は比較的短か く50-100キロ

位で,すべてメコソ川に注いでいる｡そしてメコン川

増水期には逆流水が数10キロも澗るという｡

高原南部の主要河川はムーン川とチ-川である｡ム

-ソ川は ドーングプラヤージェソ山脈にその源を発

し,コーラ- ト高原の水を集めて東に流れ,メコン川

に注ぐ｡支流チ-川は高原の中央を曲折してウボン西

方においてム-ソ川と合流する｡パーウ川は東北二大

湖ノーソグ-ーンとノーングパンサツグに発してチ-

州に注ぐ｡高原の西部 と北部は海抜 130-200メート

ル,ウボン近郊で50メートルといわれるから,高原と

いっても実際には低いO ドーングプラ-ヤージェソ山

脈は800- 1,300メートルの常緑樹林の山地で,最高峯

は1,628メー トルのカオラエームである｡ ド-ングレ

ツグ山脈は400メー トル位の常緑樹林の山地で,高く

て700メ-トル位である｡いずれ の山脈も頂上が平

普,外側に向って急峻な,内側に向って緩やかな傾斜

を示す｡

12月バソコクを立ち,約4週間の予定で高原南部の

諸県をみてあるくことにした｡しかし バスによる交

東北タイ県庁所在地名
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通が発達した とはいえ, p-カル線の不lLulさ,また 1

週 5口調の官fl'-,県か ら村へ接近する手続,jlために結

局 5つの児を まわるにとどまった｡すなわちガーラシ

ソ,マ--サ-ラカーム, ローイェ ソト, L)ボン,ス

リンの県であ,L7J_

2 ガ ー ラ シ ン

パン二lクか らコーンケ-ンまでのrJ450キロは,コ

ーラ- トか らノーンカーイにいたるフレン ドシソフ ･

ド- ドの釦装が完成したため非常に棋利で,大型長距

離′ミス･ベンツで 8時｢甘半余 りにす ぎ/}i:いO 二1-ンノ}7-

-ソか らガ-ラシソまではす-ストラ リアの技術援助

によるアスフ-′リレト鏑装が敷かれつつあ り,今年皮中

には 完 成の 予定だ とい う｡交通機関としてはバスの他,

乗 合タクシーの亡更があ り,比較的安いo コ-ソケーソ

か らガーラシソまで76キロ, 1人15バ-ツである｡

このフィーダ- ･p- ドの伸展にともない,ガ-ラ

シソの西 半分は コーンケーソの市場圏内に入 りつつあ

る｡ ヤ-ダウタラー ドか らはコーンケ-ンに買物に来

るし,コーンケーソか らはケナフの仲 買 者が 入 りこ

む｡今年は不作のため未成熟のケナフを売る農民が多

いO カ-イ ･ボー ･キオといい,√吉田売 りならず, 育

畑売 りである0 1年のうちでも8月 は経 済的 に苦 し

く, ケナフはまだ青い｡ 商人は 1ライの収穫200キロ

とみこんで,100キロ分の金額を収穫期の偵で貰 う｡刈

入れ, レソテ ィソグには農民を雇 うが,出来高制で,

レツテ ィングの終ったケナフ4束につ き1/:-ツを支

払 う｡そのほかサイ ･ポオ ･キオといって三吉畑を抵当

に入れて金を借 りる方法 も多いo この場 合レツティン

グまでの作業は農民 もちである｡泥棒は多 く,80キロ

の大束が少 しの間に消え失せるか ら,農民はたいてい

皿小屋で泊 って番をするし,商人は防衛のためにビス

Tl/レを所持す る｡

ガ-ラシソはパ-ワ州の流域にあ り, 6郡39村か ら

なる小さな県である｡総面積 7,621平方キロ,総人 口

426,795人のうち農業人 口は396,051人 (93の〃), 1平

方キロ当 りの人 口は56人,密度の低 いウ ド-ンタ-ニ

-への移動が 円につ く｡住民のほとん どは ラオ タイ

で,18世紀後半ビエンチャンか ら移住 して きた ら し

い｡

ガーラシソは音か ら経済的にあまり豊かでな く,財

政上の理由か ら隣のて/､-サ-ラカーームと合併 したこ

ともあった｡町の人 口は11,054人,コーンケーンの半

分以下,商店の数も少な く,夜 9時になるとひっそ り

とす る｡町が小さくなるに したがって華僑色もうすれ

る｡ガーラシソには華僑の学校はないし,また商店に

漢字を使 う割合も少な くなる｡ しか し商人のほとんど

が華僑であることにはまちがいない｡町には廟がある

し,最近開いたガーラシソ第一のホテルの経営者は-

-フ ･チャイニーズだ し,町の中で第一の金持はやは

り華僑であ り,ナム ･パ-ウ ･ダム建設後の地価の上

昇を見 こして最近10,000ライの土地を買占めたのもか

れである,

12月10m ま憲法発布記念 日であるが,タてサー ト･

デイと称 して,クマサ- ト大学の同窓生が集まり,令

県で催しがひ らかれる｡ただ し,これは大学の創設者

プリデ 1-とは関係な く,親睦会にすぎない｡その会

で クチナ-ラーイとヤ-グゥタラ- ドの郡長,その他

写真 1 ヤーダウタラ- ドの郡長 (中央)

農村開発作業員と知 り合い, 2つの郡の村をみること

にきめる｡ついでなが ら,純粋のタイ人 とはなにか と

時々思わざるをえぬことにぶつかる｡ヤーグゥタラー

ドの郡長は生肉こそ食わぬが,この土地で育った人で

ある｡ しかし祖父母は中国か ら来たとい う｡

両郡 とも農村開発地域に指定されてお り,作業員が

はい りこんでいる｡ 町自体は両 者 とも人 口2,000-

3,000,商店の数 も20-30軒,旅館 もない凹舎町であ

る｡ ヤ-グ･フタラー ドは コ～ソケ-ソに近いが, クチ

ナ-ラーイはガ-ラシソの県庁所在地か らさらに80キ

ロ東北にあ り,新聞もその日の うちには到着 しない｡

市場か ら遠いためクチナーラ-イでは換金作物の作付

面積も少な く,現金収入も少ない｡開発がお くれてい
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写真 2 木で葺いた屋限

る証拠に,末だ開拓の余地があるし,また農民の所有

する農地の90?/./,)は単に管理権にとどまるノー ･ソー ･

サームである｡

クチナ-ラーイには トタン屋根が少な く,木で葺い

た屋根が多 く,また傾斜もきつい｡山ぎわなので雨が

比較的多いのだろ うか｡事実東北一帯早魅だ とい うの

に,ここは稲の出来がわ るくない｡ もっとも,それは

単なる様式の問題なのかもしれない｡住民のほとんど

はプ～タイである.言葉はラオタイと類 似 して い る

が,異なるところもある｡ ｢なにをしているか｣とい

うのにラオタイはヘ ッド･ヤングといい,プータイは

- ツ ト･ペルーとい う｡両族 とも男が娘の家を訪れ る

風習がみいだされ る｡ラオタイはこの慣習を レン ･サ

ーウといい,プータイはイェソ ･サ-ウとい う.プ-

タイの娘はラオタイよりず っと色が白く,肌が美 しく,

鼻の格好もよい｡娘はより優雅で,訪れ ると,まずマ

ットと水を持 ってもてなし,部屋にひきさがって身を

やつす｡ ラオタイと著 しく異なる点は,男は結婚後妾

の両親の家に住むのではな く,自分で家を建てて妻 と

住む し,また水田は父か ら息子に受継がれ るのを常 と

し,娘にはや らぬことである｡なおプ-タイの村には

たいてい 4つか 5つの有力な氏族があると報告されて

いる｡

プ～タイは クチナ-ラーイをは じめ,山をへだてた

北の県ナコーンパノムとサコーンナコ-ンに住みリ そ

の数は約70,000人と推定されている｡ しか しこの民族

の大部分は メコン川の東側に居住 している｡ クチナー

ラ-イのプ-タイの中には,ことに山麓のグチムグム

ガウには共産ゲ リラに荷担する者があると博され,農
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村開発作業員を恐れさせているo クチナーラーイはセ

ンシテ イヴ ･エア リアのち ょうど裏側にあるため,開

発 ことに道路の建設に力がいれ られている｡すなわち

農村開発作業員の村落-の浸透のほか,軍の移動開発

隊,内務省の村落開発促進隊があって, クチナーラー

イか らムクダ-- ソへの道路建設を急いでいる｡

3 マハ-サーラカーム

ガーラシソを朝 7時にたち,途中でバスを乗 りかえ

てマ--サ-ラカームの町につ いた のは午後 2時,

130キロ余 りだが時間がかかる｡ホ テルに飛込んで水

を浴び,急いで県庁に向 う｡途中はアスファル トで鋪

装 してないか ら,砂挨でシャツの襟や 肩 は 其赤 に な

る｡ 口をすすがないと水を飲む気 もしない｡

マ-ーサーラカームは高原の中央,ラムチー川のあ

た りにあ り, 7郡52村の県である｡総面積 5,625平方

キロのうち耕地面積2,495平方キロ,総人 口499,373人

の うち農業人 口は459,476人 (92%)である｡ 1平方

キロ当 りの人 口は87人で,人 口密度は東北第 1,他県

への移動がはげ しい｡チ～川流域の住民はほとんどラ

オタイ,コーンケ-ソの調査部落でおな じみの顔付に

出 くわす｡

町の人 口は 15,680人,商店の数 も700-1,000軒 く

らいとな り, やや 町 らしい｡ 昨年度の県の収入は約

5,000,000バーツ,ガーラシソの1,500,000ノミーツに比

して約 3倍弱を示す｡ しか し県の西の方はやは りコー

ンケーソの苗場圏内にはいる｡県庁所在地の町は行政

的には ミュ- シパ リテ ィとされ,都市には違いない

が,農村人 口はかな り多い｡マ-ーサーラカームの町

の700/Oは農民であ り,15roが商人,15%が役人である

といわれる｡それでも田舎の郡役所所在地の町に比べ

ると農村人 口はず っと少ない｡さきのクチナ～ラ-イ

の町では農民95?,'0, 3%が商人, 2%が役人だといわ

れている｡

以前,石井助教授に カツ-ボデ ィーとい う言葉を教

えてもらったことがあるO タイ ･中国語辞典をみると

｢男家長｣と訳 されている｡土地の人に聞 くと非常に

裕福で,寝て暮 らせることのできるような身分の人だ

とい う｡結局,それが歴史的にどうい うものかをつ き

とめずに終 ってしまった｡マ′､-サ-ラカ-ムのカツ

-ボデ ィーは誰か と尋ねると10人挙げて くれた｡第 1

位 と第2位はともに父が中国人,母はタイ人で,30年

- 158-



火 野 :ik北 タ イ の 南 部 地 拭

ほど前に中郡か らこの地方に進出し,現在はモータ-

サイクル,秦,家財道具を取扱 っている｡税金の高は

年 7-80,000バーツである｡第 3位 と第 4位 も同 じく

--フ ･チャイニーズで,同 じころこの町に到来 し,

衣類,薬,家具を商 っている.第5位,第 6位,第 7

位は タイ人であ り,地方貴族の子孫であ り,広い土地

と家を所持 している｡矧問の数は200-300位とい う｡

第8位,第 9位はタイ人で食料品店を経営 している｡

第10位は両親ともにベ トナム人であ り,50-60ライの

土地を持ち,肉を商 う｡以上の うち第 3位は市会議員

に選ばれている｡精米所や ケナフ工場の所有者などが

数え られないのはどうい うわけだろ うか｡カッノ､ボデ

I-も田舎の町に行 くはど影が うす くなるのほ当然で

ある｡

足の悩みを聞かされた｡籾米の 1タン (20リットル)

昨年 8バーツであったのが,今年は12バーツo Lか し

売 る米はない｡白米は 1タンにつき昨年30バーツであ

ったのが,今年は50バーツもする｡ケナフは レツテ 1

ソグ＼用の水がな く,刈取 ったまま立てかけてある｡河

川のごく近 くはポソプ給水で少 しは助かるが,あとは

全滅である｡ タンクと称する水溜 も雨が降 らな くては

なんともいたしかたはない し,セメン トでかためてな

いか ら水漏 りがする｡それに規模の点か らいってもと

うていお っつかない｡ したが って宕畑売 りが当然余儀

な くされるわけで,マ--サ-ラカ-ムでは6000の農

家が青いケナフを売 っただろ うと副知事はい う｡ しか

しこれは少 し多すぎる｡見てまわ った村か らすると10

0対立のはずであるOもっともこうしたことは時間をか

けて詳細 ′こ調べてみないとわか らない｡

て-ーサ-ラカ-ムでは,県庁所在地の郡下の村を

2,3訪れた｡東北はどの村 も白けた感 じが して,時々

や りきれぬ思いがする｡ しか し,ここでは婚姻,相続

の慣習,農地所有の形態にかん してコ-ソケ～ソの調

査部落と同じであることがわか り,意を強 くした｡村

cT)小学校の先生は現在30ライの土地を所有する.｡その

うち15ライは自分で買ったものであ り,15ライは妻の

両親か ら譲 りうけている｡妻には 3人の姉妹と2人の

兄弟がある,兄弟の うち 1人は兵隊, 1人は教 員で,

上地は譲 り受けていない｡姉 2人はそれぞれ 5, 6ラ

イの土地をもらった｡未の妹は今両親とともに許 して

お り,この家族は50ライの土地をもつ｡この50ライは

末の妹が受け継 ぐことになるが,母の姉の孫娘に一部

をわけるかもしれねとい う｡ したがって水田は娘達の

問に分け られる傾向がみ られる｡家屋の配置の一例を

あげると,中心に両親と末娘夫婦の家があ り,その間

閲に姉娘 3人の家族がそれぞれ家屋を建てている｡娘

達の間には農 地を平等にわけたとい う｡ただこの例で

は息子夫婦 1組 も近 くに小さな家を建て,また農地の

分割にあずか っていろ=分割の時期は結婚後 しば らく

してか らであるとい うっ

そ うしてみると実際に分割されるまでJ)問,家屋を

別に しなか ら,田畑を同 じくする両親と娘夫婦のグノL

-ブがあるはずである｢この ,I/ループに名はないが,

;- ./ド･ナム ･カン｣すなわち同 じ田畑で生活 して

いる家屋の集 り,といえばす ぐ通 じる｡最初の村は戸

数が多く,116軒,短時間の間に統計 をとることは不

叶能だったが,少な くとも2例はす ぐみいだせた｡最

後にまわ った村は戸数20軒,ここでは- ソト ナム･カ

ソのグループが 2例あ り, 1組は両親と娘夫婦 2軒,

他の 1紬 ま両親と娘夫婦 3軒,計 7軒となる｡残 りの

13軒はそれぞれ独立した家族である｡ただしその うち

3軒は農地を全 くもたない｡かれ らは村長である叔父

のLJ]畑を無償で†ttい), 生活 している｡ この よ うな場

合,土地の所 打者をチャウ ･コー ダ ,7･ナ ･リヤング

とい うニ

4 ローイ工,ソト

てハ-サ-ラカ-ムか らロ-イニ ットまではノミスで

1時間である｢バンコクか らウボンに至る主要幹線が

県の中央を東西に走るがアスフー′-ル ト鋪装はまだここ

まで伸びていない｡

ロ-イエ ツトはやは りラム ･チ-川 のほ と りに あ

り,人｢1密度はて--サーラカームについで東北第 2

位である｡総面積7,988平方キロの うち耕地面積3,098

人 (930ム)である01平方キロあた りの人 口は87人

千,他県-の移動が 目につ くoて/､-サーラカ-A,

ローイエ ツトはともに東北でも最 もよく開拓 されてい

るところであるが,土地所有の法的形態をみるとチャ

ノ- ドはほとんどな く,管理権にとどまるソ- ･コ一
(.IL'II

･スン,/およびノ- ･ソ- ･ソ- I/クが約5000,冗H

権を認め られているノー ･ソ- ･サームが約50ア'bを占

め,土地整理がまだ十分には進んでいないことが しら
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れる｡

ローイニ ットでは村落開発作業員の世話で,タナッ

トブリ一県の村をみることにした｡実際こうした作業

員がなければ 1人で村に入ることは不可能である｡現

在タイ全国で村落開拓地区に指定されている郡は48,

そのうち東北が33郡,南部が11郡,その他の地域はわ

ずか 4郡であ り,東北にかな りのウェイ トがおかれて

いることが知 られる｡各郡には約30名の作業員が派遣

されているが,その出身地区はまちまちである｡だい

たい半数は東北出身,半数は中部その他であろう｡東

北と中部では言語,食習慣がことなるため, 中部lLH身

のものはしば しばマルアジー′,ス トメソトをひきおこし

やすい｡役人意識に加えてlf緩ri出身の優越感をもって

村人に接するか ら,最初から失敗する｡自己の地位の

高さを誇示 し,相手を軽蔑するものは村人か ら信頼さ

れる人とはな りえない｡かれはその地位の故に外面的

な尊敬を受けることはできるが,恐れ られるのみであ

る｡村人はこうした人に対 して本当の ことはいわ な

い｡したがって調査村を選ぶ場合,作業員の性格が非

常に大きな要素になる｡今になってみれば,この点昨

年度の調査地の作業員,通訳ともに申し分なかったと

思 う.したがってインタビューの結果にもそれだけ多

くの信頼度をお くことができる｡

村落開発隊の本部は内務省の村落開発局にあ り,東

北部のセンターはウボンに,南部のセンターはヤラー

におかれてお り,それぞれその地域の開発にたいして

技術援助をおこなっている｡作業員の実際の仕事は各

村によってことなるが,幹線から村-の道路建設,垣

根や便所の普及,給水設備,小規模のダム工事,養蚕

の普及,換金作物の普及などであり,村人の自主性を

尊重しつつこれ らの仕事を通 じて,村人と政府の間の

関係を良好にすることが主要な目的となっている｡開

発に際しての悩みの種は村が貧しいことであろうO便

所の設備には 1軒100バ-ツはいる｡道路拡張 には ト

ラクタ-をやとわねはならぬが, 1軒20バーツの金が

なかなか集まらない｡金を集めるには村人の信仰心に

うったえる方法がある｡ある村では給水タンクを寺の

境内に設けたが,20,000/ミ-ツは政府の予算か ら,残

りの20,000パーツは村人の寄付によった｡寄付は 1軒

4バーツをつのり,不足分はタンブソ･ガチソのとき

に寄進 した金をふ りあてたとい う｡またある村では,

道路拡張の援助金は寺の講堂を新築するのにまわし,
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そのかわ り道路工事は村人があっまって労力を出し合

っている｡いずれの場合においても,寺の住職が リー

ダーシップを発揮し,村人の信仰心にうったえて結束

に成功している｡道路の必要性を感 じても,ことそれ

が金の問題となると協力しに くい｡それほど農村は貧

しい｡

写真 3 タワットブ1)-の郡役所

農民はみな貧しい｡早魅で不作の年も多い｡だいた

いどの村でも3%～10%は両親の土地にも依存せず,

自分でも土地を持たぬ家族があると思われる｡かれ ら

は売るべき青いケナフもない｡タワットブリーで町の

近 くの村を訪れた.戸数は29軒で うち4軒は 2組の-

ッド･ナム ･カソのグループをつ くっている｡村内の

土地所有の最高は村長で 100ライを所持 し,娘夫婦と

ともに小作人を雇って耕作している｡農地所有の最低

は10ライ｡全 くないものが 4軒ある｡そのうち 1軒は

小作である｡水牛は自分で所有し,籾種も自分でまか

なう｡収穫の15eVoを所有者に納めるが,普通は小作料

は50%である｡他の1軒は農業労働者で, 4人暮 ら

し, 1年に70タンの米を受けとるか ら,それでまかな

える｡他の1軒は女手 1人の4人暮 らし,娘を/ミソコ

クに働きに出し, 4月に 1回米代を送 らせて生活して

いる｡最後の1軒は 7人暮 らし,農業労働者である｡

生活に困れば村人に物を乞 うて,なんとか食いつない

でいる｡ガ-ラシソで訪れた村の戸数は 510軒,その

うち50-100ライの所有者100軒,20-50ライが300軒,

8-20ライが100軒,全 くないもの10軒となっている｡

土地のないものは米代をかせ ぐのに走 りまわ らなけれ

ばならない｡時にはアヒルを飼って卵を うる｡時には
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魚を捕って売 りあるく｡ときには仲買人のようなこと

をする｡資金がないか ら安定した仲買人ではな くて,

使い走 りに近い｡ある者が田の魚を売 りたい場合,そ

の相手をみつけるのに飛び歩いて,手数料をもらう｡

こうした方法をイヤブ ･タウ ･カーイといって村の中

には割合多いO

ローイニットではタワットブ t)-か ら東北-80キロ

あまりのところにあるポ-ソ トーソグ郡を訪れた｡こ

こはちょうどガーラシソのクチナ-ラーイ郡の南側に

あた り,山がちの郡である｡新聞は2, 3口お くれて

到着する｡ここにはまだ村落開発作業員は入っていな

い｡そ うい うところにはまず内務省の村落開発促進隊

が送 られ,文字通 り道を開 く｡ポ-ントーングでは,

促進隊とアメリカの建設部隊とが協力して郡役所所在

地か ら東-30キロの道路工事に着手 しはじめていた｡

予算は5,000,000バーツで期間は 1年である｡この道

路が出来れば,クチナ-ラーイやムクダ-ーン-の交

通がより便利になるはずであるO今は道 らしい道はな

く,バスが通るどころか,牛車がやっと通れる程度で

ある｡

5 ウボンラーチャタ一二一

ポ-ソトーソグを南に30キp下 って,七一ラブーム

か らウボン行きのバスに乗るC ウボンまで140キロの

道路はまだ完全に鋪装されていない｡相変 らずラテラ

イ トの赤土が続 く｡

ウボソラーチャタ一二一は東北諸県の中でも一番広

い｡ム-ソ川とチ-川の合流点にあ り,18郡 193村か

らなる｡総面積22,614平方キロ,総人 口1,130,712人

のうち農業人口は990,029人 (887,a), 1平方キロ当り

の人口は50人である｡

ウボンの町の人 口は27,092人｡町の人 口構成はマノ､

-サ-ラカ-ムとだいたい同じであろう｡商店のほと

んどが中国人ないし--フ ･チャイニーズであること

はい うまでもない｡純粋のタイ人は 5%にも及ばず,

そのほとんどは小売店である｡-ーフ ･チャイニーズ

はタイの国籍をもつ し,中には漢字の読めぬものもあ

り,文化様式としてはタイ化 しつつある｡しかし経済

的利害とい うことになると中国人と同一視するO顧客

に対 してはタイ人として通用し,経済界においてほ中

国人として通用するOタイ人と--フ ･チャイニ-ズ

の小売店を比較すると,ノ､-フ ･チャイニーズの方が

有利である｡品物を安 く仕入れることが出来るし,安

く売ることが で きるか らである｡客は安い店に集ま

るO 純粋であろうと--フ ･ブラッドであろうと華僑

は華僑 として一つのカテゴリーであ り,純粋のタイ人

による商業の発展をさまたげていることはやは り事実

であろう｡タイ人の中にも店を経営す る ものは あ る

し,村の中でさえ小型の精米所を経営する者もあ り,

また仲買人として生計をたてるものもある｡ しかしか

れ らが町に出て華僑と競争することはできない｡子供

の職業として役人,警察官,先生を望む理由もこうし

たところにあるのであろう｡

ウボンラーチャタ～ニーではメコン川の見えるケて

ラー ト郡とスウエイ族がいるといわれるデッドウ ドム

郡の村を見ることにきめるO ケマラ- トはウボンか ら

70キロ北に上 り,右折 して80キロ東に進んだところに

ある｡ 1日2回バスの硬があ り,所要時間は 4時間半,

ラテライ トの道路が低い山を通 りぬけてメコン川岸ま

で達 している｡町に着いたのは夕方 5時半,郡の教育

部長の家を見つけて世話になることにする｡

郡役所所在地の町は人口3,662人,店の数は50軒ば

か り,税収は年7,453,1-ツとい うか ら,全 くの田舎

町である｡ 郡役所の役人が32人, 先生が250人,警官

30人,それに加えて国境警察官40人と軍の移動開発隊

が80人ばか り,その他わずかの商人をのぞ くとすべて

農民である｡田畑の90%位が管理権にとどまるソ- ･

コ一 ･ヌソグないしノ- ･ソー ･ソ-グゥに属するこ

とはクチナ-ラーイの場合と同 じである.

郡役所はメコン川の河岸にあ り,小さいながら税関

があ り,入国管理局の役人が 2人障る｡2キロほどの

川rflの対岸はラオス,上流にはムクダ-ーン近 くの岸

が見える｡川の中程には柵柱がみえ国鼻線を示 してい

る｡舟が 2, 3望みえ魚を捕 っているらしい｡タイ側

の人間も仲よく出かける｡対岸には町がないから,ラ

オス人は毎 日タイ側のケマラー トまで買物に来る｡そ

の数は 1日平均 2,30人位に達する｡ラオスか らは水

牛の皮が送 られて くるが,これはタイ側の商人が一括

してバンコクに送るC タイ側の住民は民族的にはラオ

スの住民と同じであ り,互に結婚することもあれば,

兄弟 ･従兄弟姉妹で結ばれていることもしば しばみい

だされる｡

町か ら2キロ離れた川岸に170軒ばか りの村がある｡

どの家もタイの旗を立てている点は国境ぞいの村なら
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でほであろう｡村長の言か らほ政治教育がかな り徹底

していることが知 られる｡新聞はもちろんないが,ラ

ジオは20台位あるとい う｡住民はラオタイであ り,育

ビェンチャンか ら来たと伝えられる｡そこで早速家族

形態の調査を聞 く｡ 170軒の うち50軒は独立 した核家

族,他の50軒は両親と娘夫婦 1組からなる拡大家族,

他の70軒は30の- ツド･ナム ･カソのグループに分か

れている｡30組の うち20組は娘夫婦の家族 1世帯を含

み,他の10組は娘夫婦の家族を 2世帯含む とい うのが

だいたいの統計である｡水田の所有の形態は40-50ラ

イ2軒,30-40ライ3軒,20-50ライ5軒,10-20ラ

イ90軒, 1-10ライ50軒,水凹はないが畑地のみが20

軒となっている｡この村の北にあたるチャヌヤーン郡

には共産ゲリラがひそむと曝される｡

スウェイ族がいるとい うデッドウドムは,県の南の

棉,ケマラー トか ら200キロの道程である｡ しか もス

写真 4 デッドウドムからブ-ラべに向う

トラック,ニッサン

ウェイ族のいるスユ村は郡役所の所在地か ら80キロの

山道を登ったカンボジア国境附近にある｡ 1日1回の

トラック便は40キロ離れたプーラべ村まで入るが,そ

こか ら先は歩かねばならないOスウェイ族はス .)ンの

東か らシーサケ- トの南,ウボンの南,さらに国境山

脈をこえてカンボジア側の山麓に住む民族で,言語的

にはモソ ･クメール系統に属し 人種的にはイソ ドネ

シ7- ベ ッドイ ド型の顔付を示すといわれるOスウ

ェイ族をみたさに遠隔の地をいとわず先発することに

きめた｡郡長か ら村長宛の紹介状を持ち,今度こそは

1人旅である｡プーラベか らスユを経てゲーソグ トー

ソを廻 りプーラベに戻るまで,通過村ごとに道案内を
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頼む｡この旅で得た経験は 3つ｡すなわち僻地にもか

かわ らず,どこにいってもマラリア予防センターの作

業員が入ってお り,家屋には全部番号がついている｡

第 2に国境線近 くの村々は,その大小にかかわ らず,

立派な校舎をもっているが,内にはいると全 く悪い｡

第 3に道路の不便さにひきかえ,無線によるコミュニ

ケーション網が発達 してお り,各村 (タンポン)のガ

ムナンないし校長は毎日きまって郡役所か らのニュ-

スを聞き,また送信機をもそなえている｡郡長からの

紹介状がなければ,宿泊を頼む どころか,す ぐに報告

されるはめにおちいる｡治安状態は案外 よくゆきとど

いている｡

この地域は,スウェイの他,クメール,ラオタイの

村がい りまじっている｡スユに向う途中,ラオタイの

村に遭遇 したので,その風習について聞いたが,コー

ンケ-ソ,マ-～サーラカーム,ローイニット,ケマ

ラー トのラオタイと同様であるoこの村は戸数137軒,

そのうち90軒は独立した核家族ないし拡大 家族 で あ

る｡残 りの47軒は20の- ツド･ナム ･カソのグループ

を形成 している｡20組のうち13組は両親と娘夫婦 1世

帯, 7組は両親と娘夫婦 2世帯がひとつのグループを

なす｡

ブ-ラベを朝 7時に出て10時間砂地の山道を歩いて

スユの村についたのは夕方 5時,まった く疲れきって

十分問いただすこともできず翌朝再びプーラべに戻 っ

た｡男は結婚後妻の両親の家にしば らく住む点はラオ

タイと同様である｡しかしその後,男は自分で家を建

て,また土地を探 して自分で生計の道をひ らく｡兄弟

姉妹は順次両親のもとをはなれ,最後に残った者が両

親とともに住む｡それは息子かもしれぬし,娘かもし

れぬ.親族名称にかんしては,兄は アイ,姉は サ -

ィ,弟と妹は七一ムとい う｡父はノ,母はメイで あ

る｡父の兄はアイ ･ノ,父の姉はサ-イ ･カン ･ノ,

父の弟はセ-ム ･カソ･ノ,父の妹は七ーム ･カモー

ル ･カソ ･ノであ り,母方 も同様である｡母の兄アイ

･カソ ･メイ,母の姉サーイ ･7 ･メイ,母の弟七一

ム ･ア ･メイ,母の妹七一ム ･ア ･メイである｡祖父

6 ス リ ン

ス リソはム-ン川の南,カンボジアと接 して,ブ1)

ラムの東にあ り, 8郡76村か らなる県である｡総面積
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8,814平方キロの うち耕地面積2,719平方キロ,総人H

581,732人の うち農業人口528,474人 (91?〟), 1平方

キロあた りの人川ま66人で,ブ リラ∴への移動が [‖二

-つく.

ス リンに もスウエ イが宙るとい うので,プーラべを

立ち,デ ッドウ ドム,ウボンを経て(/I-く単二ス リンに向

う｡ トラック,ノミス,(I(車に乗 りついで, 中 三即耶L.115

時間, スリンに着いたのは夜 9時であ った｡ウボンか

らコーラ- トに到る国境山麓の道路はまた宣成してい

ないか ら,鉄道以外に交通の佃 よない｡

ス1)ソでは県庁の教育局の役人の案内て ∴;I/7エイの

村とクメ-ルの村をひとつずつみることに した｡時Hu

に追 られた強行′軍であったが,ジーフの快があ-〕たた

め,とにか く予定の場所を訪れえた｡スウエイの村は

県庁か ら北-80キロ上 ったブラボー村 といい,戸数は

170軒である′ スウエ イの男達は酒好きてあ る｡ 1週

間も調査すれば沼代に200/ミ-ツ位はは ずまねば なら

ないだろうっ像は角ぼ って,頬骨と顎の骨がよく発逐
している｡ 言葉は彼 らの言繁を話すが, クメ-ノし,ラ

オタイの言葉もしゃべ り,標 準語もまた うまい｡相続

についてはラオタイと異る｡ 5人の 子供があれば, 木

f-が両親の世話をすることは ス-のスウエイと同 L て

あるO両親が水Lfiを 2カ所 もっていたとすれば, 1カ

所は末子が受け継ぎ,他の 1カ所は他の 4人の子供に

平等に分ける｡ もし1カ所 しかなか ったとすれば,他

の4人の子供には分けない｡婚姻後は妻の両親 としば

らく生活を共にするが,適当な時期に自分で家を建て

て移る｡その際妻の両親が援助することはあ E)うるへ

親狂名称にかん しては自己の兄弟姉妹は ス-のスウIl

イと同 じで,兄はアイ,姉は-リー-ィ, 弟と妹は七一∴

であるっ父は -1,月は メとい う｡父母の兄弟姉妹は父

方,母方 ともに同 じで,粗父はルン,′, 操母は /1-

伯父はギ T-,伯母はペとい う｡ル ソ Tとパ-はラオ

タイと同 じ言 葉である｡祖父母はアゴイン,曽祖父胃

はアゴイソ ･トウワッド,子供はゴーン,孫はチャ ウ

といい,息子の子も娘の子 も同 じである〕 タイ人によ

れば ス ウエ イのあるものは 付系だと報告されてし､る

浴,本当にそ うい う村があるのだろうか｡

訪れた クメ-ルの村は町か ら2キロほどのところに

ある｡古老に聞いたところをまとめてみるとラオ タイ

にかな り類似している｡男は水田を受け継がない｡田

は妻の両親 か らくる｡ もし3人の娘 と2人の息子があ

れば娘 3人は平等に闇を譲 り受けるが,息十は分けま

えにあずか らぬ｡そ して末娘か両親の世話をみるか ら

家屋は末娘のものとな り,両親のtflも彼女のものとな

る 婚姻後はやは り妻の両親とともに しば らく生清す

る､ただラオ タイと興 り,はっきりしている点は,分

出したときに田畑を分けるとい うことすると- ツド･

ナ∴ ･JJンの例はないことになるO父はア巾,付は I1

--とい う:父吊の兄弟姉妹は父方,付方 の区別な く,

それぞれ順にアウ ･卜∴, アウ ･ト-ィ, メ- ･ト

,､, ノー ･ト-イとい う:祖父日は クーと:(-ィ,Fry.I

祖父付は タ- ･トー ドとヤイ ･ト- ド,その前の~世代

~TIは タ一 ･p- ドとヤイ ･ロ- トとい う｡ [)tは ボン

･ -/ロ,弟は /ミ･オ-ン ･プロ,姉はボン ,･スラ

イ,妹はパ ･十-ン ･スライである∴Tf)Il=はゴーン,

以下世代が下るに従 って,チャウ,チャウ ･トー ド,

-1-ヤウ ･ロー ド,チヤ ワ.リアとなる〔

7 お わ リ に

以上,とりとめのない記述になったが,社会的慣習

だけについてみてみるとつぎのようである｡ガーラシ

ソ,サ二1-ンナコーン,ナ:-I-ソバノムにかけて住む

ゾ- タイは父系的色彩が濃厚であるっガ-ラシソには

ゾ- タイ同様 タイ系民純としてヨーが住む｡この社会

組織 まラオ タイよりは ブータイに類似している ラオ

'jイはチ-川の両側を は じめ東北に広 く分布してい

るーかれ らの社会は, 萎方居▲住制のために,母系的な

要素がみいだされ るこ､そ して一時的ではあるが,- ソ

ド･ナム ･カソの ブル-ブが しば しばみ られる｡こう

した グループはプ-タイ,ヨー, クメール, スウエイ

の問ではなさそ うである｡クメールの社会的慣習は ラ

す タイに類似しているが,- ツド･ナム ･カソのグル

ーフはない ,=ただ し訪れた村はラオ化 した タメ-ルな

のかもしれない｡スウエイはラオタイと異な り,末子

が両親の世話をする傾向にある｡スウエイといっても

場所に よりかな り異なるようであ り,あるものにはラ

寸化 し,あるものは クメール化 しているといわれる｡

純粋な ス ウエ イ とは どんな文化の保持者なのだろ う

か｡はた して母系制の民族 といい うるのかどうか興味

をそそ る問題である｡

(1966年 2月,コソケ-ソにて)
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